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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成23年5月19日(2011.5.19)

【公開番号】特開2008-260969(P2008-260969A)
【公開日】平成20年10月30日(2008.10.30)
【年通号数】公開・登録公報2008-043
【出願番号】特願2007-102362(P2007-102362)
【国際特許分類】
   Ｃ２３Ｃ  14/34     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  19/07     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  33/02     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ   1/04     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   3/14     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   3/15     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/851    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２３Ｃ  14/34    　　　Ａ
   Ｃ２２Ｃ  19/07    　　　Ｃ
   Ｃ２２Ｃ  33/02    　　　Ｚ
   Ｃ２２Ｃ   1/04    　　　Ｆ
   Ｂ２２Ｆ   3/14    　　　Ａ
   Ｂ２２Ｆ   3/15    　　　Ｈ
   Ｃ２２Ｃ  38/00    ３０３Ｓ
   Ｇ１１Ｂ   5/851   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月15日(2010.3.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原子比における組成式が（ＦｅＸ－Ｃｏ１００－Ｘ）、２０≦Ｘ≦７０で表されるＦｅ
Ｃｏ合金に、Ｆｅに対する共晶点以上の（Ｎｂ、Ｔａ）から選ばれる１種または２種の元
素Ｍ１を含有する焼結ターゲット材であって、ショア硬さが３７ＨＳ以下であることを特
徴とするＦｅ－Ｃｏ系合金スパッタリングターゲット材。
【請求項２】
　原子比における組成式が（ＦｅＸ－Ｃｏ１００－Ｘ）、２０≦Ｘ≦７０で表されるＦｅ
Ｃｏ合金に、Ｆｅに対する共晶点以上の（Ｎｂ、Ｔａ）から選ばれる１種または２種の元
素Ｍ１、かつIVａ族、VIａ族、IIIｂ族およびIVｂ族から選ばれる１種または２種以上の
元素Ｍ２を含有する焼結ターゲット材であって、ショア硬さが３７ＨＳ以下であることを
特徴とするＦｅ－Ｃｏ系合金スパッタリングターゲット材。
【請求項３】
　前記元素Ｍ１の含有量が、２０原子％以下であることを特徴とする請求項１または２に
記載のＦｅ－Ｃｏ系合金スパッタリングターゲット材。
【請求項４】
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　前記元素Ｍ２の含有量が、０．１～１５原子％であることを特徴とする請求項２に記載
のＦｅ－Ｃｏ系合金スパッタリングターゲット材。
【請求項５】
　原子比における組成式が（ＦｅＸ－Ｃｏ１００－Ｘ）、２０≦Ｘ≦７０で表されるＦｅ
Ｃｏ合金に、Ｆｅに対する共晶点以上の（Ｎｂ、Ｔａ）から選ばれる１種または２種の元
素Ｍ１を含有する組成を有する焼結ターゲット材の製造方法であって、元素Ｍ１からなる
単体の原料粉末と、前記組成に調整する他の原料粉末とを混合した混合粉末を加圧焼結し
、ショア硬さが３７ＨＳ以下の焼結体を得ることを特徴とするＦｅ－Ｃｏ系合金スパッタ
リングターゲット材の製造方法。
【請求項６】
　原子比における組成式が（ＦｅＸ－Ｃｏ１００－Ｘ）、２０≦Ｘ≦７０で表されるＦｅ
Ｃｏ合金に、Ｆｅに対する共晶点以上の（Ｎｂ、Ｔａ）から選ばれる１種または２種の元
素Ｍ１、かつIVａ族、VIａ族、IIIｂ族およびIVｂ族から選ばれる１種または２種以上の
元素Ｍ２を含有する焼結ターゲット材の製造方法であって、元素Ｍ１からなる単体の原料
粉末と、前記組成に調整する他の原料粉末とを混合した混合粉末を加圧焼結し、ショア硬
さが３７ＨＳ以下の焼結体を得ることを特徴とするＦｅ－Ｃｏ系合金スパッタリングター
ゲット材の製造方法。
【請求項７】
　前記他の原料粉末の少なくとも１種が、Ｆｅに対して亜共晶組成領域の元素Ｍ１を含有
するＦｅ合金粉末であることを特徴とする請求項５または６に記載のＦｅ－Ｃｏ系合金ス
パッタリングターゲット材の製造方法。
【請求項８】
　前記加圧焼結が、７５０～１３００℃の温度域における熱間静水圧プレス処理であるこ
とを特徴とする請求項５乃至７のいずれかに記載のＦｅ－Ｃｏ系合金スパッタリングター
ゲット材の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　すなわち、本発明は、原子比における組成式が（ＦｅＸ－Ｃｏ１００－Ｘ）、２０≦Ｘ
≦７０で表されるＦｅＣｏ合金に、Ｆｅに対する共晶点以上の（Ｎｂ、Ｔａ）から選ばれ
る１種または２種の元素Ｍ１を含有する焼結ターゲット材であって、ショア硬さが３７Ｈ
Ｓ以下であるＦｅ－Ｃｏ系合金スパッタリングターゲット材である。
　また、原子比における組成式が（ＦｅＸ－Ｃｏ１００－Ｘ）、２０≦Ｘ≦７０で表され
るＦｅＣｏ合金に、Ｆｅに対する共晶点以上の（Ｎｂ、Ｔａ）から選ばれる１種または２
種の元素Ｍ１、かつIVａ族、VＩ族、IIIｂ族およびIVｂ族から選ばれる１種または２種以
上の元素Ｍ２を含有する焼結ターゲット材であって、ショア硬さが３７ＨＳ以下であるＦ
ｅ－Ｃｏ系合金スパッタリングターゲット材である。
　また、元素Ｍ１の含有量は２０原子％以下、元素Ｍ２の含有量は０．１～１５原子％で
あることが好ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　なお、ＦｅＣｏ合金に含有される元素Ｍ１の添加量の上限は、２０原子％であることが
望ましい。それは、軟磁性膜の磁化が低下し、軟磁性膜としての機能が低下するからであ
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る。
　また、ＦｅＣｏ合金に、さらに含有されるIVａ族、VIａ族、IIIｂ族およびIVｂ族から
選ばれる１種または２種以上の元素Ｍ２は、０．１～１５原子％の範囲であることが望ま
しい。それは、元素Ｍ２は、軟磁性膜の耐食性向上やアモルファス化の補助的な役割であ
るからである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
【表１】
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